
表-１ 橋梁諸元 

橋梁形式 

PC3 径間連続ラーメン箱桁橋 2 連 

PC4 径間連続ラーメン箱桁橋 3 連 

PC5 径間連続ラーメン箱桁橋 1 連 

全長 970.5m 
有効幅員 35.637m～19.920m 

上部構造 
標準部 2 重箱桁／ランプ拡幅部 4 重箱桁

主方向 PC 構造 横方向 PC 構造 

PC ケーブル
主方向 SWPR7BL 12S15.2(全内ケーブル)

横方向 SWPR19L 1S28.6 

架設方法 固定式支保工架設 
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図-１ 上・下部工形状(標準部) 
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図-3 曲げモーメント(死荷重時) 

○：施工実績

●：試 設 計
●：本橋(6連)

試設計（基礎ﾊﾞﾈ固定）に基づく限界線
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図-2 脚高と固定支間長の関係 1) 

掛違い部に二枚壁橋脚を有し，住宅密集地域に計画されたＰＣ連続 ラーメン橋の計画・設計 
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１．はじめに 

住宅密集地域に計画されている約 1km にわたる連続

高架橋の橋梁詳細設計を実施した．この中で経済性はも

とより伸縮装置規模の縮小による交通騒音・振動の抑制

に着目し，中間橋脚のみならず端支点部橋脚に二枚壁構

造を適用した端支点部を含めたラーメン構造を採用し，

桁移動の抑制を図った．そこで本稿では，端支点部に二

枚壁構造を有する多径間連続ラーメン橋の計画・設計に

ついて概説する． 

２．橋梁概要 

本橋の橋梁諸元を表-1 に，橋脚形状(正面，側面)を図

-1 に示す．起点側でランプ部設置に伴い幅員は 19.9m

から最大 35.6m に変化している．詳細設計における下部

工やウェブ形状は景観検討から決定した．上部工形式は

PC3～5径間連続ラーメン箱桁橋（橋長L=970.5ｍ：6連），

下部工は RC 橋脚（銀杏型:橋脚 23 基，橋台 1 基），基礎

は場所打ち杭を採用した．二枚壁橋脚間の離隔は施工性から 700mm(単管足場幅 600mm＋型枠幅 100mm)とし

て決定した．上部工は固定支保工架設により計画した． 

３．橋梁計画・設計概説 

①低脚高に対するラーメン構造の適用：橋梁予備設計は PC23 径間連

続橋により計画されていた．この場合，温度・ｸﾘｰﾌﾟ・乾燥収縮による

常時移動量が大きくなるため，プレせん断もしくはポストせん断型の

支承を要し，支承コストを肥大する要因になった．したがって，騒音，

振動を抑制する観点も含め，上部工と下部工を剛結するラーメン構造

の適用性について検討した．PC 多径間連続ラーメン橋に関する報告書
1）に示される脚高と固定支間の関係(実績・試設計)を図-2 に，P39~P42

径間部の死荷重時曲げモーメント図を図-3 に示す．架

橋位置はN値が 10以下の弱い地盤が地表面から 5～10

ｍの間に連続する．このため，場所打ち杭基礎の基礎

バネ(水平・回転)が小さくなり，上部工のｸﾘｰﾌﾟ・収縮

等による不静定力が緩和され，固定支間長(ℓ)に対する

橋脚高の比(H/ℓ)が 1/6～1/7のラーメン構造が可能にな

った．また，端支点部の二枚壁橋脚を適用し柱厚を

1.0m の薄肉とし，この剛性に依存する断面力を低減す

ることで端支点部の剛結構造を実現した．この H/ℓと交差条件の関係から決定した全体支間割りを図-4 に示す． 

 キーワード：プレストレストコンクリート橋，二枚壁橋脚，上下部構造剛結 
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